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★2013年８月 加速タンク等の本体の主要部品搬入完了

１．加速器構築の全体計画

□ 冷陰極PIG負イオン源の設置、ビーム引出

□ ペレットチェーン駆動用モータ動作確認

□ 絶縁ガスおよびガス回収システムの検討

□ 分析マグネットによる偏向と測定

□ SF6ガス回収システムの導入

□ 冷陰極PIG負イオン源の特性測定

□ ペレットチェーン接続、昇圧確認

□ 加速器全体の制御系の調整

□ PIXE用チャンバでの予備実験

• 廃止措置中の研究用原子炉「武蔵工大炉」施設内に設置している特徴を生かし
て、PIXE/RBSによる構造材料の組成分析・評価など廃止措置に資する研究
に取り組む。

• そのほか、学内の機械系、環境系、医用工学系などとの連携を模索し、全学的
に利用される設備とする。

• 学生実験としても利用することを計画する。
• さらには、学外の方にも利用していただける設備とする。

FY2014 FY2015

①

② ③ ④
⑤

⑥

①冷陰極PIG負イオン源（東工大原子炉研との共同研究）
②入射マグネット
③加速タンク（MAS1700、米国NEC製、1992年製）
④分析マグネット ⑤ PIXE用チャンバ ⑥SF6ガス回収装置

FY2016

✔

✔

✔

★現時点での本加速器の運転開始後の活用計画

✔

✔

✔

2016年度中の運転開始を目指す！
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タンデム加速器用冷陰極PIG負イオン源の最適動作条件、平成27年度 原子炉工学研究所 共同利用･共同研究（東京工業大学・原子炉工学研究所）

東京都市大学 原子力研究所HP（加速器紹介ページ）： http://atomsun2.atom.tcu.ac.jp/aratana.html
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２．冷陰極PIG負イオン源の開発
• 東工大・原子炉研（現 先導原子力研究所）の1.6MVタンデム加

速器のイオン源の一つとして運用されている冷陰極PIG負イオン
源をベースに小型・軽量化、低価格化を目的として開発している。

• 放電特性や90°方向でのビーム電流の測定を実施した。特に、
放電容器内の磁場強さを段階的に変更しビーム電流が最大となる
条件を検討した。
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図１（左）引出電圧に対するビーム電流 （右）放電容器内の中心磁場強さに対するビーム電流
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まとめ
 二極電磁石によりビームの質量分析を行った。H-イオンとしてPIXE

実験に必要な数10nAを確保可能であることを確認した。
 放電容器内の磁場強さを変更し、放電特性、ビーム電流を測定した。
 SF6ガス回収装置等の導入、整備を進めた。

今後の展望

 引出電極の位置の変更によるビーム電流への影響についても検討し、
ビーム電流の最適化を図る。

 磁場強度分布の数値計算結果と実験との比較による評価も試みる。
 2016年度中の運転開始を目指す！
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